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１．は　じ　め　に
　　　　―――　モンゴルの耕地
　モンゴル東部のスージン平原のアウラガ遺
跡の近くに大規模な耕作跡があるらしいこと
がわかった。おそらく漢族によって耕作が試
みられたのであろうが、その耕作が持続可能
であったかどうかに興味がもたれる。その分
布に関しては現地ではまったくわからないが、
空中写真によってその分布と形態がわかる。
その時代は、文献によって元代である可能性
がある。
　モンゴル草原は、半乾燥のため、耕作に適
さず、食料生産を牧畜にたよってきた地域で
ある。羊を食料の中心とする伝統的な生活は
草原における唯一持続可能な生活形態であっ
たが、近年の人口増加や過放牧、自給的な乳・
肉生産から商品的カシミヤ山羊への転換のた
め、草原劣化も懸念されるようになった。
　最近のモンゴル草原における人為的な裸地
化は、大型機械による耕地化と車の轍である。
モンゴルでは大規模機械耕作が行われるよう
になって約50年になる。1960年代までに穀物
自給が可能となり、269.3kg/人となったとさ
れる（小貫、1993）が、その後の人口増加も
激しい。景観的には、ダム灌漑施設を設けて
ほぼ固定的・継続的に畑作が行われているの
は中央西部のハラホリン地区のみであり（図
１）、その他の地区の耕地のほとんどは天水に
たよっていること、地力が連作に耐えられな
いことから、耕作放棄されているものもみら
れる（図２）。灌漑設備をもち固定的に継続利
用された地区では地力の維持が可能かどうか、
放棄された地区では、草地（牧草地あるいは
放牧地）としての復元速さが問題となろう。
　さて、1915年頃に描かれたとされる「モン
ゴルの一日」という細密風俗描写画には、耕
作風景が描かれている。畑に畝をたてる風景、
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畑をならす風景、水路と小橋などが描かれて
いる。そこに描かれた農民はモンゴル人であ
るか漢人であるかは判断できない（図13）。
　図３にスージン平原の位置と、モンゴルに
おける現在の耕作地の分布（放棄地を含む）
を示す。（阿子島・古谷・白石、1998）この
図の外、地形分類・傾斜区分・農業気候の各
要素を重ね合わせて、全国スケールの潜在的
可耕地（さらに放棄されるであろう耕地）の
分布を概観した。耕地の現況分布は1/3,000,000
土地利用図（MPR ATLAS、1991所収、統計
年次不記）によった。ロシアによって1940年
代に全土の1/100,000地形図が作成されてい
るが、耕地地割りがまだ描かれていない。モ
ンゴルの耕地分布（井戸灌漑を除く）の条件
は、MPR ATLASの1/3,000,000～1/6,000,000
の主題図類（土地利用図、地形分類図、傾斜
区分図、年降水量図）にもとづくと、おおよ
そ次のようなる；
　分布はモンゴル北半分の、年間降水量
200mm以上の範囲であり、高度にはかかわら
ない．地域傾斜はおおよそ６゜ 以下、タルと呼
ばれる広い谷に沿った平原と丘陵の麓のごく
緩い斜面が選ばれている。河川の氾濫原（無
堤の蛇行帯）や開析谷を避けている。これら
の条件を満たし、かつ気候の条件（農業気候
図より、10゜  以上積算温度1,000～2,000゜  、７
月平均気温13～19゜  、低温の無い期間が70－
110日など）を満たす土地を,潜在的可耕地と
して1:3,000,000図に表すことはできる。現実
の分布はこの気候条件をさらに越えている。
このうちスージン平原は、乾燥しているもの
の、まだ農耕ができるところにある。
　小貫（1993、p.228-236）は、過去50年ほ
どのモンゴルの大規模耕作について次のよう
に述べている。景観的には中央西部ハラホリ
ン付近を想起すればよいであろう。
　・1952年の全耕地面積55,200haであった。
　・第２次５ケ年計画（1953－57）播種面積
73％拡大を目標とし、牧畜機械ステー
ション10、国営農場８、耕地面積は51％
拡大する。フブスグル、ドルノド、トウ
ブ、セレンゲ県に国営農場を新設。
　　ソ連より自動車3,000、トラクター7,500、
コンバイン11,000、発電機1,500の低利
ローン貸付と技術援助を受けた．
　・1960までに穀物自給が可能となり、
269.3kg/人となった。
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図１　微傾斜耕地の土壌侵蝕。　ハラホリン　
1997.7撮影
図２　最近の耕作放棄地。ウランバートルより南
西約70km　1981年製の農耕機械があった。
1996.8撮影
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図３　モンゴルの耕作地（阿子島･古谷･白石、1998）　DK：スージン平原デルゲルハーン
２．スージン平原とアウラガ遺跡
　スージン平原は東西約20km、南北約40km
以上の盆地状の平原であり、北西側に断層崖
を介してヘンティハーン山地が、南側にヘル
レン川の氾濫原がある。東側は低い山地（ヘ
ルレン・トーノ）である（図４）。
　水系模様はヘンティハーン山地から発して
東～南東へ広がる扇状地群の放射状水系と
なっている。平原面は波状をなしている。全
面が砂礫質の粗い草原であり、森林はない。
丘陵の北西向き谷型斜面につく森林の下限高
度（古谷、1994）は南に上昇している。
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図４　人工衛星画像によるスージン平原。　LANDSAT/TM　1990.9.3画像より東海大学情報ｾﾝﾀｰ作成、
"Gurvan Gol" Report p.54の図へ以下を記入
　　　Ｄ:デルゲルハーン、　　　　　　Ｔ：トソン（油）ノール（沼）、 　 AB:アウラギンバルガス、
　　　Б:バルーン（西）サーリー川、  　З：ズーン（東）サーリー川、 　А:アウラガ川、
　　　К:ヘルレン川、　　　　　　　　Ｄの北方の矩形は機械耕作跡。 左上1/3はヘンテーハーン山地
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　　図５　スージン平原南部の地形図
　　　　　　　　　△元朝秘史成立750年記念碑（1990.８）　　　　Tトソンノール　ABアウラガ遺跡
　　　　　　　　　原図1:100,000図から縮小。　格子は２km　　　下中央の区画は図11、12の範囲
ヘルレン川氾濫原
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図６　アウラガ遺跡と耕作跡の分布　　アウラガ遺跡付近のみ基盤岩の組織を示す線を記入
　アウラガ都市跡（ヘンテイ県デルゲル郡）
は、ゴルバンゴル・プロジェクト'90ｰ94の結果、
前モンゴル時代の、すなわちカラコルム（現
ハラホリン　和林）に首都が定められる以前
の、カーンの都と考えられた。それは乾いた
草原のなかにある。　都市跡の実測を行った
結果、その広がりは約1.3km×0.5kmであり
（図６、７）、３系統（３時期）のプランが重
なっている。北西側にごく低い土塁、さらに
その外側を（土塁の土を掘ったであろう）浅
い凹地が囲んでいる。都市遺跡部分を示すプ
ラントマークは、図６Bの暗色部分のように、
地表の微起伏とよく対応している。植生はデ
ルス（中国名　茅茅ﾁｰﾁｰ草）とよばれるイネ
科の植物であり、冬営地などにかたまりをな
しているのは、羊のフンにかかわるらしい。
このススキに似た株は風食に対して保護とな
るため地表の微起伏を強調する作用をしてい
ると考えられる。
　遺跡範囲はズーン・サーリー川（アウラグ
川）の氾濫原にむかって東へごく緩く傾いた
斜面にある。全体としては、段丘斜面に相当
するものと思われる。風化花崗岩起源の細か
なやわらかい（おそらく風成の）砂に覆われ
た斜面である。その基盤岩の構造が航空写真
に現れている（図６）ので、基本的には侵食
面であろう。ズーン・サーリー川の氾濫原の
東側には基盤岩の露出する崖が連なっている。
　アウラガ遺跡は大規模な都市遺構であるこ
と、地表採取遺物として大定通宝（裏面に（酉）
があり1189年、金代の鋳造）、モンゴル時代
の陶磁器片などが表採された。加藤晋平氏は、
ヘルレン川の近くのフドウ・アラルのオルド
（行宮）であり、元代を通じて祭祀が行われた
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図７　スージン平原、サーリー川（アウラグ川）の氾濫原とアウラギン都城跡　　東←→西
　　　北より南へむかってヘリコプターより撮影。"Gurvan Gol" Report（1994）による。
場所であると考えた。加藤晋平氏は文献１よ
りこのような機能をもった遺跡の存続期間を
1211年～1331年頃とみる。アウラギン川支流
サーリ川にそっている。歴代ハーンの埋葬地
が近い（スージン平原の北東の山地か？）とみ
る（読売新聞、1992.8.10、加藤2001）。白石（2001、
02、04、05、06）は発掘調査にもとずいて、チ
ンギスカーンのオルト冬の宮殿と考えている。
　なお、小沢重男氏（東京外語大学名誉教授）
は内蒙古大学イリンチン教授の論文「起輦谷
と古連勒古」によって、チンギス・カーンの埋葬
の地である起輦谷はケルレン川と読まれるべ
きではなく、「元朝秘史」に５回あらわれる古
連勒古（クレルグ）にあたるという仮説を紹介
している。クレルグはモンゴル考古学者ペル
レーによって、スージン平原のはるか北の山
地に比定されている（読売新聞1993.6.7夕刊）。
　アウラガ遺跡の位置は、アウラガ川の氾濫
原のうち現在のデルゲルハーン・ソム付近に
次いで２番目に幅広く、草の多いところに面
していることが注目される。東の崖下の氾濫
原にアウラギン・アラシャン（泉）と呼ばれ
る炭酸泉がある（阿子島・佐藤、1998）。
３．新旧の耕作跡　
　今回記載する新旧の耕作跡は、アウラガ遺
跡のやや上流から、下流のヘルレン川の氾濫
原に接するあたりまで南北約12kmの間に分
布している。東西幅は約７km、面積にして約
21km2ほどである。古い耕作跡は1964年撮影
の航空写真（図７）で検出されるものであり、
現地地表では認識できなかった。
３－１　新しい、機械耕作跡
[航空写真から]　サーリー川下流の明瞭な矩
形の明るい色調の部分である。不整形の地割
を切っている。
[現地観察から]　水路以外の地割は現地でほ
とんどわからない。サーリー川下流における
牧民からの聞き取り（1998）によれば、
　
　1940ないし50年代から耕作された。ジャガイ
モ と野菜（キャベツ、ニンジン、タマネギ）
を作っていた。
　1980年代に ロシア人とモンゴル人が水路を
作った。
　1985年頃ロシア人が野菜を作った。ウラン
バートルの方に送った。小麦は作らなかった。
　1973年製の農業トラクターの部品があった。
　
[LANDSAT画像から]　LANDSAT画像では、
耕作跡は矩形のパターンとして容易に検出で
きる。サーリー川下流のほか、アウラガ遺跡
北東で特に大規模な耕作が行われており（図
４）、形や色調を比較するのに参考になった。
　すなわち、大型機械によって行われる耕地
単位の大きさは一辺の長さが0.3～2km程度
と大きい。聞き取りでは、大きな矩形単位で
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註
１　元史　列伝・雪不台の条「太祖、初め興都を
斑朱泥（ビンジュニ）河に建てる、今の龍居河*
なり」　
／元史　太祖伝「六年辛未春、帝、怯緑連河*に
居す」1211　　　　　　*ヘルレン河を指す。
／「十一年丙子春、廬胞*行宮に還る」1215　
／「二十年乙酉正月、行宮に還る」1225　
／元史　文宗本紀「太祖御るところの大行帳を葺
く」1331　
／「第2代大宗オゴタイ・ハーン　太祖行宮に如
す」1232
／第4代　憲宗モンケ・ハーン　太祖行宮に謁し、
旗鼓を祭る」1257　　
／「第10代泰定帝イエスン・テルム　チンギス・
ハーンの大オルドの裏で即位する」1323　
／元史　本紀「薩里（サーリ）川の哈老徒（ハ
ラート）の行宮に崩ず」
５年間の耕作と休耕をくりかえすものと、矩
形内部が幅数10ｍの帯状に分けられている
ものとがある。時期を異にする耕地の重なり
は、空中写真では検出されるが、LANDSAT
画像ではむずかしい。切りあい・重なりあいの
方向性は、土地が平坦であるところでは、地
形の制約をうけず、かつ計画的でない（図９）。
　以下は98.8ヘンテイ県デルゲルハーンでの
聞き取りである。
３．１　古い、不整形の耕作跡
[航空写真について]　古い耕作跡は1963年撮
影の航空写真で検出されるものであり、現地
地表では認識できなかった。原縮尺1/32,000
のモノクローム密着プリントをスキャナーで
600DPIで取り込み画像処理した。
　この写真の最小分解能としては、ヘルレン
川北岸の２本の道路、サーリ川両岸の２本の
道路は大型トラックの轍であるが、その全部
をトレースできない程度である（図10－４）。
ゲルとその周辺の裸地を読むことができる。
　航空写真から判読される明瞭な線模様を図
11に示す。明瞭な線模様とは、明色線と暗色
線（水路など）が組みになっている場合が最
も検出しやすい（図10－１）。明色線と暗色
線のいずれかであっても相対的に太めのもの
を図示した。
　図示した線模様の区画の内部にさらに細か
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　ソム長バットベック氏より
　耕作は1962より開始。ロシアの機械MASRにて。
ネグデルで経営,11,000ha。最大のとき100～
200人。
　　1974か1975に耕作をやめる。 天水が少ない
ためである。 肥料は使用せず。小麦と家畜の
エサ オビオスを隔年耕作。
　　現在も牧草を刈っているので、畑の形になる
のであろう。現在は草（ラクダの好むビルとい
う草）が復活したので風食の問題はないとのこ
とである。
図８　放棄後約10年の耕作
跡。47° 18'179'E、
109° 10'038N
　　　図９　1960年代の耕作地　1:32,000航空写真から縮小。
　　　　　　デルゲルハーン東部。
な平行模様が認められ、外枠と平行・直交し
て、斜交するものはないから、畦であろうと
推定できる。その方向はブロックごとに変化
しており（図10－２）、基岩の組織が反映さ
れたものではないであろう。
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図10　地割の航空写真（密着印画から拡大）　２（右上図）はアウラガ遺跡付近。１・３・４は図12から。
10－１（左上）　水路と畦のセットからなる大きな筋。　水路は扇状地を放射状に広がる。
10－２（右上）　アウラガ遺跡と耕作跡　ほぼ対角線に遺跡北西縁の土塁が走る。そのさらに北西側の凹地
の帯を細分する地割がみえる。○は溝の直角折れ曲がりを示す。
10－３（左下）　大区画のなかの筋の方向。　両矢印の方向がブロック内の畦の模様の方向であり、ブロッ
クごとの斜交関係を示す。　×―――×はフイルムの瑕。
10－４（右下）　道路幅。大型トラックが通行する主要道路（１車線）である。
[分布範囲]　ヘルレン川の氾濫原に接するあ
たりから北ヘ遡る約12kmの間に分布してい
る。東西幅は最大約７km、面積にして約
21km2ほどである。同様の矩形のパターンは
アウラガ遺跡の土塁の北西側の凹地（土塁を
作るために掘られた部分）にも断片的に認め
られる（図10－２）。ここでは直角の折れ曲
がり部分を含む水路跡のような筋が認められ
る。
［アウラガ川下流の微地形］　ヘルレン川の氾
濫原の範囲は弧形を描く蛇行跡の最大範囲と
して認識される、部分的には比高５m以上の
崖となっているが、サーリー川などにそって
は滑らかに連続しており、サーリー川の氾濫
原と波状をなす台地面との境は最大２m程で
不明瞭である。サーリー川の氾濫原のなかの
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図11　旧耕作跡を示す線模様。　　　おおよそ１：31,000　　　矩形の淡いアミ：新しい機械耕筰の範囲。
　　　　　　　　　　　　　　　　 矢印：水路状の地割線　　　濃いアミ：古い、ヘルレン川の蛇行帯
　　　　　　　　　　　　　　　　 □・ ：ゲルとその周辺の裸地
起伏は１ｍ程度である。古い耕作跡は氾濫原
にほとんど及んでおらず、氾濫原に切られる
平面形もない。扇状地のような波状地にひろ
がっている。
 [耕作跡の形態の特徴]　航空写真から判読さ
れる明瞭な線模様を図11に示す。特徴は次の
とおり；
　１）アウラガ川から南西方向にむかって、
扇状地面にそって広がるような模様を
描く。
　２）北部を西へむかう水路様の模様（暗線）
が目立ち、直角～大きな角度で分枝し
ている。
　３）北部で暗線が明瞭、南部では明線（畦
模様）が目立つ。
　４）大区画は長方形・台形が多く、梯子状
を示す。大区画の大きさは約50～100
ｍ程度である。
　５）起伏と矩形パターンとの関係は今後の
検討課題であるが、立体視によれば、
北部では、水路と梯子状の耕作区画は
波状地の谷部に沿う可能性もある。
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図12　耕作跡の航空写真。
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図12　耕作跡の航空写真。　　原図1:32,000より拡大。おおよそ1:20,000
４．耕地に関する歴史的考察
　アウラガ南方の耕地がいつ成立しいつ放棄
されたのか。文献史料から特定するのは困難
だが、現段階で考えられる可能性・問題点を
以下に整理したい。
　最も自然に考えれば、これら耕地はアウラ
ガの施設への食糧供給を目的として開発され
た，すなわちモンゴル帝国時代に作られたと
考えられよう。アウラガ遺跡の年代・機能に
ついては白石典之氏の研究がある（白石2001、
02、04、05、06）。氏によれば、アウラガの施設
はチンギスハーンの「大オルド」冬の宮廷で
あり、また遺跡から鉄の製錬・鍛冶・鋳造を
おこなう施設が発見されたことから軍隊の後
方支援基地としても機能していた。さらにチ
ンギスハーンの死後、即位儀礼や祭祀などを
行う場所となり、以後15世紀中頃まで「チン
ギスハーン廟」として機能し続けたとする。
　アウラガのような後方支援基地はチンギス
ハーンからオゴタイハーンの治世にかけてモ
ンゴル高原各地で形成されたが、それら施設
はオゴタイ後期、中国北部や西アジアへの遠
征で獲得された農民や工匠によって維持され
ていた。大オルドに比定されるアウラガでは
これら非遊牧民の増加傾向は比較的顕著だっ
たと考えられ、従って近郊で耕作を試みた蓋
然性は高いと言える（白石2002、p.347）。
　ヘルレン川流域の農耕に関する文献史料は、
1248年（定宗3年）に張徳輝が著した『嶺北
紀行』が唯一である２。そこには「ヘルレン
川沿いに暮らす民は、漢人とモンゴル人が入
り交じっている。多少の家屋があるがそれは
皆土造りである。また度々植え付けをおこな
うが、麻と麦が収穫されるだけである」とあ
り３漢人による農耕の展開を確認できる。こ
こに出てくる耕地をアウラガに比定すること
もできよう４。
　しかし、ヘルレン川流域には他にも２つの
耕地跡が確認されている。一つは、アウラガ
より東、現在のモンゴル国ヘンティ・アイマ
グ、ムルン・ソムにある遼代のズーン城址で
ある。ペルレーはここから農耕用具などを発
見した他、城址の南方にヘルレン川からの灌
漑水路跡（幅６－８ｍ、深さ30－80cm）を
確認しており、『嶺北紀行』の記述がこちらを
指している可能性もある５。
　もう一つは、そのさらに東、ドルノト・ア
イマグ、ツァガーンオボー・ソムにあるバル
ス・ホト遺跡で、白石氏によれば、周辺には
多数の水路遺構が確認でき、遼～清代の農耕
遺跡の存在が予想されるという６。
　ヘルレン川流域の耕地はその後どのように
なったのか。続く明代（北元時代）について
は史料が見出せない。清代においてヘルレン
川流域はセチェンハン部の領域にあったが、
清代の農耕実態を調査した1914年の史料に
は「セチェンハン部の郡王ツェレンパラム（中
右旗）、エルヘムセグ・貝子ツェレンニャム
（左翼前旗）・・・など幾つかの旗は皆モンゴ
ル人が自らわずかな田畑を耕作しており、そ
れが属民（アルバト）らの生計や管轄の旗の
様々な支出を大いに助けている」とある（ナ
ツァグドルジ1963、p.115）。この２旗におけ
る農耕は他の文献でも確認できる７のだが、
この中右旗・左翼前旗とも今の内モンゴル・
フルンブイル地域の南方にあってヘルレン川
は含まない。アウラガやズーン、バルス・ホ
ト周辺での農耕の記録は確認できず、現段階
ではヘルレン川流域では農耕は行われなかっ
たか、あっても一時的なもので清末までには
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放棄されたと考えられる。
　以上、文献的に検討してきたが不明な点は
多い。今後は考古学的調査はもちろん、清代
の農耕については文書館などでのさらなる文
献調査が求められる他、現地での聞き取り調
査も必要となるだろう。
 む す び
　モンゴル国の草原地帯の過去と現在の耕作
地の検出は、草原の環境保全研究のために重
要な課題のひとつと考えられる。モンゴルの
半乾燥気候の草原地域における伝統的な土地
利用は、草原に優しい（とはいえ、現在の草
原景観も放牧圧で平衡状態にあるらしい）、す
なわち土地生産力が持続可能な程度の遊牧と
小規模な耕作であった。
　しかし、約50年程前からソ連の援助によっ
て大規模機械化耕作が導入された。大規模耕
作は、地力回復を考慮して帯状の隔年耕作が
行われ、小麦の自国自給が達成されたという
成果はあったけれども、本来脆弱な生態系に
おいて行われた大規模機械耕作の影響評価、
人口増加や経済自由化への転換期を背景とし
た近年の耕作の実態を明かにすることは、将
来の土地保全のために必要である。すでに放
棄された耕作地もあり、土地の使い捨ても懸
念される。広くごく浅くする耕作であっても、
放棄された後に放牧地としての地力回復が遅
ければ「土地の使い捨て」となる。
　モンゴルは遊牧地域であるといわれるが、
歴史的過去における耕作の痕跡が発見されつ
つある。どのような耕作が試みられたかを明
かにすることも、土地保全の将来を考える意
味で示唆的である。
　チンギスカーンの大オルトで、後歴代ハー
ンの廟に比定されるヘンテイ県アウラガ遺跡
付近から下流にむかって約20km2の広がりの
人為と見られる不整形の耕地地割が航空写真
で検出されたので、その分布と形態の特徴を
記載した。文献記載からも、この地区に元時
代の定住・耕作が行われたとあることから、
航空写真でのみ検出されているこの耕作跡の
始まりが元時代に遡る可能性もあろう。
註
２ 別名『塞北紀行』。この史料については姚1962
に詳しく、文字の校訂などはこれに依った。作
者の張徳輝については『元史』卷163・列伝50
の本伝及び『元朝名臣事略』巻10の行状に詳し
い。その記述に依れば、彼は今の山西省太原の
出身で、1247年（定宗２年）当時カラコルム
西北方にいた即位前のフビライに謁見し見出
される。フビライの居所には翌年まで滞在し夏
に帰還するが、『嶺北紀行』はこの滞在中の見
聞を記したものである。
３「瀕河之民、雜以蕃漢。稍有屋室、皆以土冒之。
亦頗有種藝、麻麥而已。」
４アウラガにおける農耕の開始年代については、
チンギスハン存命中の1221年にヘルレン川流
域を旅した長春真人がこの地の農耕について
一言も書き記していないことから、白石氏は少
なくともチンギスハン時代には目立った農地
はなかったと推測する（白石2002,p.316）。
1232～1236年にモンゴル高原に使いした南宋
の彭大雅と徐霆も、その時の見聞録『黒韃事略』
でオゴダイハンの「大オルド」について記して
いるが、やはり農耕地の記述はない。1235年
にはカラコルムへ遷都しており、史料の記述を
信じるならば、農地の開発はカラコルム遷都後
に始められたことになろうか。
５ペルレー1961,p60。陳得芝氏はここを張徳輝の
見た耕地に比定しているようだが、遼代との連
続性や張徳輝の北行ルートの問題など検討の
余地がある（陳得芝2005,p７。なおこの論文は
渡辺健哉氏よりご教示頂いた。ここに謝意を表
する）。
６白石2002、p.287。バルス・ホト自体は4つの
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遺跡からなり、匈奴時代、遼時代、帝国時代の
ものが確認されている。ただこの場所は張徳輝
のルートからは東にあり、『嶺北紀行』の記述
とは直結しないと思われる。
７ウルジースレン1993、pp.132－133。中右旗に
ついては旗長トクトフトゥルの教訓書にも農
耕の記述を確認できる（ナツァグドルジ1968、
p.127。訳文が萩原1999、p.231）。
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図13　モンゴルにおける20世紀初頭の耕作風景。　シヤラブ1915？の「モンゴルの一日　秋」より部分。
モンゴル国立中央美術館ツェベルマーギン・バトヤ氏に依頼して筆写したもの。　牛耕、犁、畝、
水路、小橋、狼よけのカカシなどが描かれている。
